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1. 研究の経緯 
本研究は，学生自身が在学期間を経てどのように自らが変化していくかを学生自身が見
つめ，考えることを中心におき，学生への教育的配慮を e ポートフォリオを活用した省察
を通して人間力を育成することを計画した．その e ポートフォリオの運用と評価を行う予
定である． 
 
2. 学習者特性の成長を測る 
大学生は青年期後期の，自我同一性の確立という大きな発達課題がある．この発達課題
を学生自身の人間力育成の課題と捉えた．そのために，生涯学び続ける意欲，自分がどの
ように学んでいるかという学習観，ライフクライシスにおいても立ち直り継続していく精
神力などの学習者特性に関わる力を「学修観」としてこれを指標にして自分を振り返るこ
とで人間力を育成することを企図した． 
 
3. 人間力育成のために自分で自分を知る「学修観」 
上述した，学習者特性を測るために，市川の学習動機(6 カテゴリー)・学習観(4 カテゴリ
ー)の尺度，小塩の精神的回復力尺度(3 カテゴリー)の(計 13 カテゴリー)3 点を使用した調
査を行い，３因子を抽出した． 
この結果から，因子１として，感情調整，失敗に対する柔軟性，思考過程の重視，方略思
考，意味理解思考，因子２として，新奇性追求，肯定的未来志向，充実志向，訓練志向，
実用志向，因子３として，関係志向，自尊志向，報酬志向である．これらを順に，「考えよ
うとする力」「行動しようとする力」「繋がろうとする力」と名づけた． 
 
4. 学習者特性「学修観」の可視化 
 個々の学生の情報を一元化したものとして，個票(図１)を作成した．個票には，教科の
得点と，３つの力を，平
均より上(H)か下(L)を表
示し，そのタイプに応じ
たアドバイスを表示して
いる． 
 
5. 個票の e ポートフォ
リオシステム化 
学生の学習者特性結果
が e ポートフォリオシス
テムで可視化されること
で，即時性を持ち，ライ
フイベントに応じて，適
宜学生が自分を振り返る
ことが可能になる．人間
力育成のために，ポート
フォリオにおいてフォー
カスして自分を振り返り
省察することができる．そこで，先行研究で構築されている千歳科学技術大学の e ラーニ
 
図 1 個票(2011) 
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ングシステムと学習カルテシステムを利用した． 
  e ポートフォリオには学習者特性の結果が記載された個票の情報が表示されるようにし
た．機能のイメージを図 2 に示す．①には，抽出した３因子である３つの力が表示される．
また図中②のボタンをクリックすると，学習動機・学修観・精神的回復力がそれぞれのバ
ランスを示すことで学生自身の変化を詳細に把握するためにレーダーチャートで表示され
る．③には 8 種類のアドバイジングメッセージが表示される．さらに，過去に行った診断
結果や，自身の配属学科や他学科の統計結果（例として，同じような特性の学生がどのく
らいいるのか）を横並びに表示できることで，確認と比較ができる工夫も行っている． 
 
 
 
6. 今後の課題 
 今後，e ポートフォリオと紙の個票との差異についてのアンケート調査を行い可視化の
有用性を検討していく予定である． 
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図 2 学習者特性の可視化機能のイメージ 
